
＜先週の説教から＞ 

『 黙 示 録 6１  —  新 し い 天 と 地  』  

 イザヤ書 62：２～５ ヨハネの黙示録 21：１～４ 

黙示録の説教も２つの章を残すのみとなりました。この回
復の預言を、明るい思いを持って読み進めていきましょう。 

最後の終末の時、何より《新しい天と新しい地》が現れる
と預言されています。即ち「わたしはまた、新しい天と新し
い地を見た。」(１節)と。この聖書の言葉から、私たちがよく
使う《新天地》という言葉が生まれました。特に転勤で他所
へと移る時に『新天地でがんばります』とか『新天地でのご
健闘をお祈りしています』等と申します。ただ、その場合の
新天地は他の別の場所という意味ですが、聖書の新天地は、
まったく新しい存在として天と地が現れるという意味です。
ここで用いられている「新しい」というギリシア語は普通の
ネオス(英語のニュー)ではなく、カイオスです。これは質的
に全く新しい存在(英語で言えばフレッシュ)を指します。つ
まり、古い天と地が新しくリニューワルされたという意味で
はなく、全くこれまでにはなかった天と地が現れるというこ
とを示しているのです。この新天地の斬新さは、特にここで
「天」も全く新しいものに変わるという点にあります。世の
終わりとは、単に天が降りて来るということではなく、また
天が地を飲み込んでしまうということでもないのです。 

それがまさに次の言葉「最初の天と最初の地は去って行き、
もはや海もなくなった。」によく示されています。最初の天と
地こそ、神様がこの世界を創られた、あの天地創造の天と地
のことを指しているのです(よく誤解されるのですが、この天
地は地上と空のことではありません。地はこの世界全体のこ
と、天は神様の住まう場所のことです）。神様は自ら創造され
たこの天と地を今まで、支え守り維持して来られたのですが
最後の時にはすべてを清算されると。その際、天地創造を始
められる前にあった混沌の深淵(＝海)も無へと帰せられると
いうことなのです。 

言い換えれば、天地創造の初めから、この最後の時に至る
までのすべての存在や現象、歴史も含めて、すべての存在が
神様の前に明らかにされ、吟味され、清算されるということ
を指します。その時は天も例外ではないと。当然、私たち人
間のすべての人が神様の前で吟味され、清算されるのです。
それが《最後の審判》なのです。その様子が前章11節以下の
「わたしはまた、死者たちが、大きな者も小さな者も、玉座
の前に立っているのを見た。幾つかの書物が開かれたが、も
う一つの書物も開かれた。それは命の書である。死者たちは、
これらの書物に書かれていることに基づき、彼らの行いに応

じて裁かれた。」なのです。すべての死者たちを裁くために、
「海は、その中にいた死者を外に出した。死も陰府も、その
中にいた死者を出した」(13節)のです。そしてそのために「天」
にいた死者も、また終末の時にまだ「地」の上に生きていた
者たちも神様の玉座の前に立つのです。それ故もはや「最初
の天と最初の地」の役目は終わり、「去って行く」のです。そ
してすべての存在が神様からの審判、清算を受け、「死も陰府
も火の池に投げ込まれた」とあるように、神様に逆らって来
た存在は裁かれるのです。これが《第二の死》なのです。 

とても私たちは無理だ、耐えられないと思いますが、安心
してよいのは「その名が命の書に記されていない者」が「火
の池に投げ込まれる」のであって、前回申しました通りに、
私の名前によって祈り求めたことが神様に聞かれ、叶えられ
た者は、もうちゃんと天の《命の書》に名前が記されている
とイエス様は保証してくださいました。最後の審判を通り抜
け、第二の死を免れた者たちが《新しい天と新しい地》へと
迎い入れられ、その住人となるのです。この約束を信じ、終
末が来るとしても、なお前を向いて生きていけるのです。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【今週の集会】 
 ◉聖書研究・祈祷会 Ⅰ. ７月  ２８日（水）20：00  
   Ⅱ. ７月 ２９日（木）10：30  

聖  書： エゼキエル書 
祈祷主題： 平和聖日を覚えて 
担 当 者： （水）飯田   （木）高草木 
祈 る 人： 岡田さん  岡野さん 

【教勢報告】 
主日礼拝 男 21 女 52 計 73 
祈祷会 Ⅰ.  男  4 女 5  計  9 
祈祷会 Ⅱ・ 男 3    女  8    計 11 
日曜学校   幼稚科 8 小中科 13 計 21 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

【次週礼拝】  ８月  １日（日） 

聖 書：  ミカ書 ５：３～４  
エフェソの信徒への手紙 ２：１４～１８ 

説 教： ｢平和聖日  ―  聖書の平和論」  
         武田 真治 牧師 
讃美歌： ４２６、３２、３７１、４３０、８８ 

【次週当番表】 
 司式：齋藤長老 奏楽:羽倉長老 礼拝:金刺長老 
 献金：西尾 ﾉ  受付：松田 森本 
会堂準備：浅井 阿部 金刺 齋藤 
     山田 
看板：保坂  週報：岩佐  お花： 

【次週集会予定】 
 礼拝前：・求道者会 ・聖書輪読会  
礼拝後：・8月誕生者祝福 ・長老会 
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2021年度 教会標語 
 

   「信仰に支えられて、共に生きよう！」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２１年 ７月 ２５日 

日本キリスト教団  上尾合同教会 

牧 師  武田 真治 
 

〒362-0041 上尾市富士見２－３－３３ 
TEL＆FAX  048－771－6549   

http://www.ageo-church.org/ 


